
いわて県民計画(2019～2028)
第１期アクションプラン

―地域振興プラン―
（県北広域振興圏）

第２期アクションプランに向けて

県北広域振興局経営企画部

【資料２】



第２期アクションプラン策定に向けた動き①

１．いわて県民計画（2019～2028）とアクションプラン―地域振興プラン―
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本年度(2022年度)は、第２期アクションプランの策定を予定している。
現行の第１期アクションプランの取組状況、新たに出現した課題等を踏まえ、
検討を進めていく。

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

長期ビジョン（10年間）

アクションプラン（4年間）

復興振興プラン

政策推進プラン

地域振興プラン
行政経営プラン

アクションプラン（4年間）

政策推進プラン

地域振興プラン
行政経営プラン

アクションプラン
（2年間）

政策推進プラン

地域振興プラン
行政経営プラン

第２期以降の復興振興プランの取り扱いは
復興状況を踏まえながら検討

長期
ビジョン

アクション
プラン

長期的な岩手の将来を展望し、県民みんなで目指す将来像と、その実現に向けて取り組む
政策の基本方向を明らかにするもの。
【計画の期間】2019年度から2028年度までの10年間

長期ビジョンの実効性を確保するため、重点的・優先的に取り組むべき政策や具体的な
推進方法を盛り込んだもの。
うち、県北広域振興局においては、県北広域振興圏の地域振興プランを策定する。



第２期アクションプラン策定に向けた動き②
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例えば・・・

 コロナ禍
 人口減少の加速
 気候変動
 グリーン社会の実現へ

 復興道路の全線開通
 デジタル化の進展
 地方移住への関心の高まり
 物価上昇

など

いわての将来を見据え、第２期アクションプラン期間中には、第１期
アクションプラン策定時には出現していなかった様々な社会経済情勢の
変化を踏まえた取組を強化する必要がある。

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

２．第１期アクションプラン策定時以降新たに出現した社会経済情勢の変化

３．今年度のスケジュール

第１期プランの暫定的な総括

第２期プラン本文・指標の調整

素
案
と
り
ま
と
め

策
定

最
終
案
と
り
ま
と
め

意見聴取
（団体、各種審議会、

県外在住者）

意見聴取
（団体、各種
審議会）

意見
反映
・
調整

パブコメ

最終調整

指標の設定

★
地域運営委員会議

★
地域運営委員会議

※その他【参考資料２】「「いわて県民計画（2019～2028）」第２期アクションプランの策定について」（岩手県）も参照



地域振興プランの構成
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振興施策の３の基本方向【長期ビジョン】

県北広域振興圏の目指す姿【長期ビジョン】

多様かつ豊富な資源・技術、培われた知恵・文化を生かし、北東北、北海道に広がる
交流・連携を深めながら、新たな地域振興を展開する地域

振興施策の14の重点施策項目【長期ビジョン】

具体的推進方策
重点施策項目の実現に向け、振興局が主体となって
取り組む具体的な推進方策

重点指標
基本的方向を推進するための目標となる指標

工程表と達成度測定指標
振興局が取り組む具体的な推進方策の４年間の工程と
達成度を測る目標値

凡例※８ページ以降

これまでの成果と課題

県以外の主体に期待する行動



（重点施策４、５）
着実に社会基盤整備を進めることで、各具体的施策項目、重点指標ともに達成

（重点指標9，10）
気候の変化が農産物、海産物の生産額に影響を与えた
（重点指標13）
新型コロナウイルス感染症の影響により、観光の自粛等が全国で広がった

（重点施策項目11）
新型コロナウイルス感染症の影響による巣ごもり需要が、ブロイラー加工物など食料品製造業の
製造品出荷額にいい影響を与えた
重点指標上にはないが、GIGAスクール、オンライン会議など、デジタル技術の活用が進んだ

（重点施策項目６、７、11、12等）
普及啓発等のため、計画していた催事、講演会、研修会等が中止・延期となった

現行の地域振興プランに基づく施策の振り返り
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 新型コロナウイルス感染症、人口減少の加速、気候変動を始め
とした社会経済情勢の変化が施策に影響を与えた。

 社会経済情勢の変化にかかわらず、着実に施策を進めた。

 社会経済情勢の変化の影響を受け、事業実施ができなかったもの

 社会経済情勢の変化が良い影響を与えたもの

 社会経済情勢の変化が重点指標自体に大きな影響を与えたもの

※関係者との連携を深める会議等、オンライン等あらゆる手法を模索しながら
施策を進めたものも多い



次期アクションプランー地域振興プランー策定に向けて
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それぞれの分野から見た県北地域の現状と
今後に向けた展望をお聞かせください。

例えば・・・

●ご自身のかかわる分野を中心に、
・どのような変化がありましたか？
・成果が表れていると感じることは何ですか？
・成果が表れていないと感じることはありますか？

●社会経済情勢の変化も踏まえ、将来を見据えて、
今後、中長期的にはどんな課題を優先して考え取り組むべきでしょうか？

など

 今後４年間においては、少なくとも現在感じている・影響を受けている
変化を踏まえながら、変化に対応した内容となるよう見直す必要がある。

 人口減少等県北広域振興圏でも重要な課題に対しては、
子育てを支える地域づくり、働き方改革や若者女性活躍支援等、
行政だけでなく、県北地域全体で課題意識を共有し、協力して取り組んで
いく必要がある。

第２期アクションプラン策定に向けて



現行の地域振興プランに基づく各施策の状況【目次】
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Ⅰ隣接する圏域等とのつながりを生かし、一人ひとりが健康で心豊かに暮らせる地域

１ 多様な交流・連携により地域コミュニティを活性化します

２ 文化芸術・スポーツの持つ力を地域活性化へとつなげていきます

３－１ 地域における医療体制を整え、心身の健康づくりと地域で支え合う福祉の環境をつくります
（保健・医療分野）

３－２ 地域における医療体制を整え、心身の健康づくりと地域で支え合う福祉の環境をつくります
（介護・福祉分野）

Ⅱ自然豊かで再生可能エネルギーを生かした災害に強い地域

４ 災害に強い社会基盤を整えます

５ 新しい交通ネットワークを中心に、地域経済や暮らしを支える社会基盤を整えます

６ 環境を守り育てる人材を育成し、多様な主体との協働を進めながら、良好な自然環境を守ります

７ 豊富な再生可能エネルギー資源を生かした循環型の地域づくりに取り組みます

Ⅲ誇れる北いわての地域資源を生かした産業が展開し、意欲を持って働ける地域

８ 北いわての農畜産物のブランドを確立し、多様なスタイルでいきいきと暮らせる農村をつくります

９ 地域材や特用林産物の生産体制の強化と需要拡大に取り組みます

10 担い手の確保・育成と漁業生産量の回復・向上を進めます

11 北いわての魅力ある食材を生かした食産業を盛んにします

12 アパレル産業など高い技術力を有するものづくり産業を盛んにします

13 隣接圏域等と連携した広域観光を進めます

14 雇用環境の改善と若年者などの就業支援を進めます

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

ページ



現行の地域振興プランに基づく施策の状況【重点施策項目１】

Ⅰ隣接する圏域等とのつながりを生かし、一人ひとりが健康で心豊かに暮らせる地域

１ 多様な交流・連携により地域コミュニティを活性化します

①隣接する圏域等との広域的な交流・連携

②地元定着、移住・定住の促進

30

40

50

H29 R1 R2 R3 R4

活動中の元気なコミュニティ
特選団体数（累計）
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《重点指標》

具体的推進方策

グラフの凡例 目標値

《実績値》※達成の割合は「実績値／目標値」として算出

達成
100％

おおむね
達成
80％以上
100％未満

やや遅れ
60％以上
80％未満

未達成
60％未満

基準値

平成27年度（策定時の現状値）の値を基準値とし、
重点指標ごとに令和元年度から令和４年度までの
各年度の目標値を定めています。

※一部、前年度の実績を参照している指標もあります。

※確定した値のみを掲載しているため、指標によって
掲載している年度にばらつきがあります。



現行の地域振興プランに基づく施策の状況【重点施策項目２】

Ⅰ隣接する圏域等とのつながりを生かし、一人ひとりが健康で心豊かに暮らせる地域

２ 文化芸術・スポーツの持つ力を地域活性化へとつなげていきます

①文化芸術情報の発信や文化芸術に直接触れる機会の充実

②「北海道・北東北の縄文遺跡群」世界遺産登録の機運醸成に向けた取組

③カーリングなどの生涯スポーツの定着や競技スポーツの魅力発信の推進

④八戸圏域との文化・スポーツに関する交流・連携の促進
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《重点指標》

具体的推進方策

40

100

160

H29 R1 R2 R3 R4

50

60

70

H29 H30 R1 R2 R3

公立文化施設における催事数
(件)

スポーツ実施率
(％)



現行の地域振興プランに基づく施策の状況【重点施策項目３－１】

Ⅰ隣接する圏域等とのつながりを生かし、一人ひとりが健康で心豊かに暮らせる地域

３－１地域における医療体制を整え、心身の健康づくりと地域で支え合う福祉の
環境をつくります（保健・医療分野）

①被災住民への健康支援と医療体制の構築

②医療連携及び保健・医療・介護・福祉連携の推進

③自殺対策の推進

④脳卒中をはじめとする生活習慣病予防の推進

⑤健康危機管理対策の推進
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《重点指標》

具体的推進方策

15

25

35

H29 H30 R1 R2 R3

30

40

50

60

H29 H30 R2 R3 R4
300

350

H29 R1 R2 R3 R4

自殺者数（10万人当たり）
(人)

大きな病院と診療所
（開業医）の役割分担の
(％)                         認知度

がん、心疾患及び脳出血疾患で
死亡する人数（10万人当たり）

(人) ＜男性＞

100

150

200

H29 R1 R2 R3 R4

がん、心疾患及び脳出血疾患で
死亡する人数（10万人当たり）

(人) ＜女性＞



40

50

60

H29 R1 R2 R3 R4

居宅介護（地域密着型）
サービス利用割合

(％)

現行の地域振興プランに基づく施策の状況【重点施策項目３－２】

Ⅰ隣接する圏域等とのつながりを生かし、一人ひとりが健康で心豊かに暮らせる地域

３－２地域における医療体制を整え、心身の健康づくりと地域で支え合う福祉の
環境をつくります（介護・福祉分野）

①地域で支える子育て支援

②地域で支える高齢者支援

③障がい者の自立生活支援

④生活困窮者の自立支援

⑤みんなが住みやすいまちづくりの推進
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《重点指標》

具体的推進方策

100

150

200

250

300

H29 R1 R2 R3 R4

150

170

190

H29 R1 R2 R3 R4

障がい者グループホームの
(人) 利用者数

「いわて子育て応援の店」の
協賛店舗数 [累計]

(店舗)

0

10

20

H29 R1 R2 R3 R4

「いわて子育てにやさしい
企業等認証」の認証数

(社)                                [累計]



現行の地域振興プランに基づく施策の状況【重点施策項目４】

Ⅱ自然豊かで再生可能エネルギーを活かした災害に強い地域

４災害に強い社会基盤を整えます

①地震・津波対策の推進

②洪水・土砂災害対策、橋梁の耐震化の推進

③防災・減災対策の強化
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《重点指標》

具体的推進方策

80

90

100

H29 R1 R2 R3 R4

0

5

10

H29 R1 R2 R3 R4

東日本大震災津波により
被災した公共土木施設の

(％) 復旧箇所数の割合

洪水・土砂災害対策の
(箇所) 完了箇所 [累計]



現行の地域振興プランに基づく施策の状況【重点施策項目５】

Ⅱ自然豊かで再生可能エネルギーを活かした災害に強い地域

５新しい交通ネットワークを中心に、地域経済や暮らしを支える社会基盤を整えます

①物流の効率化を支える道路、港湾の整備

②圏域内外の交流拡大を支える道路の整備

③歩道整備の推進

④都市計画道路整備等の推進

⑤地域公共交通の維持・確保
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《重点指標》

具体的推進方策

50

60

70

80

90

100

H29 R1 R2 R3 R4

復興支援道路及び
(％) 復興関連道路の供用率



現行の地域振興プランに基づく施策の状況【重点施策項目６】

Ⅱ自然豊かで再生可能エネルギーを活かした災害に強い地域

６環境を守り育てる人材を育成し、多様な主体との協働を勧めながら、良好な自然環境
を守ります

①環境を守り育てる人材の育成と協働の推進

②良好な水環境の確保

③廃棄物の適正処理の推進

④地球温暖化対策の推進

⑤青森県境産業廃棄物不法投棄事案への対応

⑥人と動物が共生する社会の実現
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具体的推進方策

《重点指標》

80

90

100

H29 R1 R2 R3 R4

500

520

540

560

580

H29 H30 R1 R2 R3

公共用水域のBOD
（生物化学的酸素要求量）等

(%) 環境基準達成率

住民一人１日当たりの
家庭系ごみ（資源になる

(g) ものを除く）排出量



現行の地域振興プランに基づく施策の状況【重点施策項目７】

Ⅱ自然豊かで再生可能エネルギーを活かした災害に強い地域

７豊富な再生可能エネルギー資源を生かした持続可能な地域づくりに取り組みます

①太陽光、風力、バイオマスなどの再生可能エネルギーの導入の促進

②再生可能エネルギーの利活用の促進

③再生可能エネルギー資源を生かした地域づくり
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具体的推進方策

《重点指標》

250,000

270,000

290,000

H29 R1 R2 R3 R4

再生可能エネルギー
(kw) による発電量



現行の地域振興プランに基づく施策の状況【重点施策項目８】

Ⅲ誇れる北いわての地域資源を生かした産業が展開し、意欲を持って働ける地域

８北いわての農畜産物のブランドを確立し、多様なスタイルでいきいきと暮らせる農村
をつくります

①経営感覚に優れた経営体や新規就農者等の確保・育成

②営農の効率化等に向けた基盤整備や農地の集積・集約化

③高度な生産技術や安全・安心を確保する取組等の導入・普及

④県北圏域ならではの農畜産物の新たな販路の開拓等の促進

⑤地域ぐるみの活動を通じた魅力ある農村づくりや交流の推進
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具体的推進方策

《重点指標》

600

700

800

900

H29 R1 R2 R3 R4

農畜産物の販売額
(億円)



現行の地域振興プランに基づく施策の状況【重点施策項目９】

Ⅲ誇れる北いわての地域資源を生かした産業が展開し、意欲を持って働ける地域

９地域材や特用林産物の生産体制の強化と需要拡大に取り組みます

①意欲と能力のある林業経営体の育成や林業技術者の育成、確保

②森林整備による適切な資源の管理とともに、地域材の安定供給や利用拡大の取組を促進

③木炭、乾しいたけ、生漆の生産や流通の体制強化を推進
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具体的推進方策

《重点指標》

2,000

2,500

3,000

3,500

H29 H30 R1 R2 R3

500

700

900

H29 H30 R1 R2 R3

木材生産額（推計）
(百万円)

主要特用林産物
(百万円) 生産額（推計）



現行の地域振興プランに基づく施策の状況【重点施策項目10】

Ⅲ誇れる北いわての地域資源を生かした産業が展開し、意欲を持って働ける地域

10担い手の確保・育成と漁業生産量の回復・向上を進めます

①漁業担い手の確保・育成

②漁業生産量の回復・生産性向上

③生産物の付加価値向上・販路拡大

④漁港等の整備

18

具体的推進方策

《重点指標》
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現行の地域振興プランに基づく施策の状況【重点施策項目11】

Ⅲ誇れる北いわての地域資源を生かした産業が展開し、意欲を持って働ける地域

11北いわての魅力ある食材を生かした食産業を盛んにします

①事業者の経営課題に応じた支援

②北いわて食材の認知度向上

③商談会等への出展支援

④食産業を担う人材の育成

⑤安全・安心を支える体制の整備
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具体的推進方策

《重点指標》
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現行の地域振興プランに基づく施策の状況【重点施策項目12】

Ⅲ誇れる北いわての地域資源を生かした産業が展開し、意欲を持って働ける地域

12アパレル産業など高い技術力を有するものづくり産業を盛んにします

20

具体的推進方策

《重点指標》
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製造品出荷額等
（食料品製造業及び

(億円) 繊維工業を除く）

繊維工業の製造品
(億円) 出荷額

①企業の経営課題に応じた支援

②地域の特徴的な産業の振興

③ものづくりを担う人材の育成

④地域の特性を生かした事業活動への支援や企業誘致の促進



現行の地域振興プランに基づく施策の状況【重点施策項目13】

Ⅲ誇れる北いわての地域資源を生かした産業が展開し、意欲を持って働ける地域

13隣接圏域等と連携した広域観光を進めます

①特色ある地域資源を活用した観光の推進

②受入態勢の強化及び観光を担う人材の育成

③広域連携の強化及び情報発信による誘客の促進
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具体的推進方策

《重点指標》
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現行の地域振興プランに基づく施策の状況【重点施策項目14】

Ⅲ誇れる北いわての地域資源を生かした産業が展開し、意欲を持って働ける地域

14雇用環境の改善と若年者などの就業支援を進めます

①働き方改革の促進等による雇用・労働環境の改善

②関係機関との連携による若者の地元就職や職場定着の促進
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具体的推進方策

《重点指標》
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